
議題２

ビジョンの実現に向けた推進方法について
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資料１



目指すスマートシティ（千葉市スマートシティ推進ビジョンより抜粋）
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3

取組みの方向性（千葉市スマートシティ推進ビジョンより抜粋）



スマートシティサービス実装の進め方
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課題・ニーズ把握 シーズ収集

庁外
(市民等）

プロジェクトＡ
検討チーム

・・・
プロジェクト検討体制の構築

サービス案
Ａ

・・・
実証実験

・・・

サービス実装

サービス
Ａ

市民

マッチング

サービス検討

検証・評価・改善

庁内

提起

市民団体等 学術機関

民間企業
提案

プロジェクトＢ
検討チーム

プロジェクトC
検討チーム

プロジェクトＤ
検討チーム

行政
市民団体

参画
参画

民間企業 学術機関

シビック
テック等参画

参画

サービス案
B

サービス案
C

サービス案
Ｄ

サービス
B

サービス
C

サービス
D

地域課題や市民ニーズの把握

民間企業等の保有する技術等と
のマッチング

多様な主体を巻き込んだ
プロジェクト検討体制の構築

サービス内容の検討

実証実験の実施

実証実験結果の検証・評価、
サービス改善

サービス実装

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①



【取組１】 市民等への普及啓発
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○動画放映による市民周知

・千葉市スマートシティ推進ビジョンが目指す、未来の市民の日常生活を描いたイメージ動画を作成

し、市内公共施設や民間施設で放映しています。

・市民等の目に触れる機会を増やすことで、スマートシティの認知向上や参画意識の高揚を図ります。

スマートシティイメージ動画「スマート家の一日」

【主な放映場所】

・市役所本庁舎 ・イオン（２店舗）

・各区役所（６区） ・千葉信用金庫（１５支店）

・各公民館（４７館） ・新型コロナウイルス接種会場

○市政出前講座の開催

・市民等の集会や会合等に出向き、スマートシティ推進ビジョンや具体的なプロジェクトについて説明し、

市民等と対話しながら理解を深めてもらう市政出前講座を実施しています。

・出前講座を通して市民等の理解を深めるとともに参加意欲を高め、協働によるスマートシティの実現

を促進しています。

【実施場所】市立高校・市内民間企業 など



【取組２】 民間提案総合窓口「コネクテッドセンターちば」の活用
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・ 民間企業等からの行政課題や地域課題の解決に向けた提案の受付け、関係部局との調整、各種

サポート等を一元的に行う窓口で、 庁内関係部局と連携しながら、様々なモノ・コトを「つなぐ」

（CONNECT＝コネクト）ことで、民間提案の実現をサポートしています。

・ 令和３年４月に開設し、令和３年度は２８件の民間提案が寄せられ、６件 の提案を実現しました。

・ スマートシティ関連の民間提案も本窓口に一本化し、地域課題や市民ニーズ等を提示しながら

シーズ提案を受け付け、マッチングに活かしています。

民間のアイデアと行政ニーズを「つなぐ」

民間企業と市の関係部局を「つなぐ」

民間提案を具体化・実現に「つなぐ」

様々な課題の解決に「つなぐ」

【コンセプト】

(※)

（※）民間提案マッチング支援事業、木質チップ燃料化事業など



【取組３】 スマートシティプロジェクトの作成・可視化
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・ スマートシティ推進ビジョンの実現に向けて、現時点で予定している具体的な取組みをまとめた

パンフレットです。（毎年度更新）

・ スマートシティ推進ビジョンの取組みの方向性に沿って全２８プロジェクトを掲載しており、プロ

ジェクトごとに、地域課題や市民ニーズをはじめ、目指す姿や実現に向けた取組み、プロジェク

ト検討体制等を掲載しています。

・ 本プロジェクトを通して、現在進行形のプロジェクトを見える化することで、市民等にスマートシ

ティの取組状況をわかりやすく伝え、スマートシティの認知向上や各プロジェクトへの参加促進

を図ります。

【プロジェクトの内訳】

暮らしがスマート！関連・・・・・・4プロジェクト

ビジネスがスマート！関連・・・・５プロジェクト

学びがスマート！関連・・・・・・・・５プロジェクト

まちがスマート！関連・・・・・・・・１０プロジェクト

市役所がスマート！関連・・・・・・４プロジェクト

計 ２８プロジェクト



【取組４】 スマートシティ実証補助①
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スマートシティの実現に向けて、テクノロジーの活用などにより市民生活の質の向上を図るとともに、

持続可能なまちづくりを進めるため、地域課題の解決や新たな価値の創造に資する民間企業等が行

う実証事業の実施に要する経費等の補助を行うことを目的に、今年度創設した補助事業です。

【補助内容】

・関係団体等のステークホルダーとの協議・調整

・実証フィールド提供

・各種相談支援

・財政支援（補助金の交付）

【財政支援の内容】

・事業名 スマートシティ実証事業（テーマ型） （※）

・補助上限額 ５，０００，０００円

・補助率 補助対象経費の1/2以内

・補助対象経費 報償費・旅費・機器装備費・実証事業実施経費（人件費）など

(※)本市が明示する地域課題に対し、テクノロジーの活用により解決を図るもので、公益性が高く、

市民生活の質の向上に資する実証事業



【取組４】 スマートシティ実証補助② （実施事例１）
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千葉市動物公園において、来園者向けのサービス向上等に資する取組みとして、ＡＩやカメラの活用

により、混雑予測や混雑状況の見える化を行い、ホームページで配信するとともに、予測結果を踏ま

えて職員の適正配置を行うなど、動物公園の運用面の活用可能性を検証する実証実験です。

【実証期間】

令和４年７月～令和５年３月

千葉市動物公園におけるAIやカメラを活用した来園者予測等の実証

【備考】

本実証では、個人情報の収集は行わずに

実施しています。

【対象となる課題】

・来園者予測に基づく動物公園職員の

適正配置

・園内の滞在者数の把握及び時間別

混雑予測の外部配信

・園内施設の滞在者数の把握と来園者

向けの可視化

混雑予測サービス画面（当日時間別及び１週間
後までの日ごとの混雑予測を公開）

混雑状況の可視化サービス画面（園内）

混雑状況の可視化サービス画面
（森のレストラン）



【取組４】 スマートシティ実証補助③ （実施事例２）
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特定保健指導の対象者に腕時計型のウェアラブル端末を装着し、日々収集されるバイタルデータの

分析結果を参考に特定保健指導を行う実証実験です。

本実証実験を通して対象者の健康面の効果や、特定保健指導の実施率向上への効果を検証します。

【実証期間】

令和４年８月～令和５年３月

ウェアラブル端末の装着により収集されるデータを活用した特定保健指導

【使用するウェアラブル端末】

Fitbit

【対象者】

国民健康保険の特定保健指導

対象者（10名程度）

【対象となる課題】

本市国民健康保険の特定保健指導における実施率の向上



推進方法に係る課題

【御意見等をいただきたい事項】

スマートシティサービスを実装に繋げていくために自治体として望ましい取組み

について、国内外の好事例・失敗事例等を踏まえて御意見いただきたい。

現在は、

①「市民等への普及啓発」によるスマートシティの機運醸成や参画意識の高揚

②「コネクテッドセンターちば」の活用によるニーズ・シーズマッチングの推進

③「スマートシティプロジェクト」の作成による具体的プロジェクトの可視化

④「スマートシティ実証補助」による民間事業者等が実施する実証事業への支援

により推進していますが、スマートシティサービスの実装には至っていない状況です。
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議題３

ビジョンの実現に向けた推進体制について
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本市の推進体制（千葉市スマートシティ推進ビジョンより抜粋）
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推進体制に係る課題①
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【御意見等をいただきたい事項】

・ 市民を始めとする幅広い主体の参画・協力を得ながら、自治体主導型のスマートシ

ティを推進している国内外の事例の中で、好事例・失敗事例を御教示いただきたい。

・ 多様な主体の参画・協力を得ながら進めていくために望ましい手法等について、

御意見いただきたい。

推進ビジョンでは、

・有識者や民間企業、庁内関係課をはじめとする多様な主体の巻き込み

・幅広い年齢層が参加し、多様な意見を引き出し、課題解決策に活かす

など、多様な主体の参画・協力により、検討チームを設置することとしていますが、

現時点では、特定の民間企業と関係部署のみで検討チームが構成されることが多く、

市民をはじめとする多様な主体の巻き込みは十分と言えない状況にあります。
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スマートシティサービス実装の進め方（再掲）
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課題・ニーズ把握 シーズ収集

庁外
(市民等）

プロジェクトＡ
検討チーム

・・・
プロジェクト検討体制の構築

サービス案
Ａ

・・・
実証実験

・・・

サービス実装

サービス
Ａ

市民

マッチング庁内

提起

市民団体等 学術機関

民間企業
提案

プロジェクトＢ
検討チーム

プロジェクトC
検討チーム

プロジェクトＤ
検討チーム

行政
市民団体

参画
参画

民間企業 学術機関

シビック
テック等参画

参画

サービス案
B

サービス案
C

サービス案
Ｄ

サービス
B

サービス
C

サービス
D

①

②

③

サービス検討④

⑤

検証・評価・改善⑥

⑦

「課題や市民ニーズ」を起点に

マッチングを行い、検討体制を

構築することとしています。
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課題やニーズを起点としたプロジェクトの推進①（スマートシティプロジェクト2022より抜粋）
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課題やニーズを起点としたプロジェクトの推進②（スマートシティプロジェクト2022より抜粋）
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課題やニーズを起点としたプロジェクトの推進③（スマートシティプロジェクト2022より抜粋）



推進体制に係る課題②

【御意見等をいただきたい事項】

・ 市民等が抱えるニーズや課題の把握手法について、国内外の事例の中から好事例

や失敗事例を御教示いただきたい。

・ 広く、市民等が抱えるニーズや課題を把握するために有効な手法等について、

御意見いただきたい。

現時点では、所管部署が市民ニーズや地域課題に基づき実施する取組みを、スマート

シティプロジェクトに位置付けていますが、効率性や網羅性の観点から、市民ニーズや

課題の把握手法に課題を感じています。
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